
災害と人間行動 
―被害の大きさを左右する人間的要因― 

災害のとらえ方 

緊急時の人間行動の特徴 

防災教育   

災害文化 

復興に関わる人間的ファクター 



■災害の大きさを左右する要因 
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２００６年インドネシア・ジャワ島中部地震 
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海面から10mの高さの2重の防潮堤でも止められなかった津波被害（岩手県宮古市田老地区） 

■ハード対策への過信 
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災害の種類 

 

・ 日常災害と非日常災害 

 

・ 自然災害と技術（人為）災害 
（複合災害） 
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 階段を踏み外して転落する事故や、床ですべって転倒する事故

など、通常の生活の中で発生する事故を総称して「日常災害」と
いう。毎年4000人から6000人もの死亡者が出ている。 
 

 

防止の原則 
 

１）フェイルセーフ(fail safe): 失敗や故障が起きても大事に至らな
いようにする 

 （転倒しても大きな衝撃を与えない床） 
 

 ２）フールプルーフ(foolproof): 行動や判断の能力が低下しても
人間が守られるようにする 

 （操作の分かりやすいスイッチなど）  

日常災害 
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阪神大震災  

1995年１月１７日  

自然災害 
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Before and after (Ishinomaki) 



自然災害 

地象災害：地盤の強震動、液状化、地すべり、斜面崩壊、土石流など 

気象災害：大雨、洪水、強風、大雪、落雷、 干ばつなど 

海象災害：津波、高潮、塩害など 



 

技術（人為）災害 

Fukushima Daiichi Nuclear Plant (Photo from Cryptome) 



技術（人為）災害 

●都市火災（eg.1666年9月ロンドン大火） 

●交通災害 

・1912年4月豪華客船タイタニック号（2208人中1513人死亡） 

・ 1954年9月青函連絡船・洞爺丸 （死亡・不明1155名） 

・ 1985年8月日本航空ジャンボ機の墜落事故（乗客乗員520人犠牲） 

・ 2005年4月ＪＲ宝塚線列車事故（107人死亡） 

●化学物質による汚染 

・1891年足尾銅山鉱毒事件、四大公害病：水俣病、新潟水俣病、 

四日市ぜんそく、イタイイタイ病 

 



●放射線漏れ事故 

・2011年3月11日 福島第一発電所の事故 

・1986年4月旧ソ連チェルノブイリ原子力発電所の事故 

・ 1979年3月アメリカ・スリーマイル島原子力発電所事故 

●大疫病 

・ １４世紀の半ば、ペスト（黒死病）2500万人を越える犠牲者） 

・エイズ（AIDS：後天性免疫不全症候群） 

・サーズ（SARS：重症急性呼吸器症候群） 

●地球規模の大気異変 

・オゾン層の破壊 

・地球温暖化 

●戦争・テロ 
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１）危険性を知っていてなぜ対策行動をとらないのか？ 

２）警報を聞いてなかなか避難しないのはなぜか？ 

３）パニックに陥るって本当か？ 

４）愛他的行動が起きやすいのはなぜか？ 
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■災害時の人間行動の特性 



１）危険性を知っていてなぜ対策行動をとらないのか？ 

「こうすれば良いことは分っていても、なかなか実行できない。」 

• 知識と行動の乖離  

 （環境配慮行動も同じ） 

• 知ってるだけでは役立たず 

 「知る」⇒「わかる」⇒「悟る」 （大江健三郎） 

   「わかる」は知ったことを使えること。 

  「悟る」は教わるのでなく自ら気付くこと 

 
・ 恐怖コミュニケーションによる説得 
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２）警報を聞いてなかなか避難しないのはなぜか？ 
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正常性バイアス  

(normalcy bias) 

• 災害現場の多くの人たちが何らかの異変に気付
づいていながら「異常な緊急事態である」と判断
できない、災害時に広く見られる人間行動の特徴 
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２）警報を聞いてなかなか避難しないのはなぜか？ 

• テグ地下鉄火災：2003年2月18日、死者133人 



警報システムの信頼性  

誤報効果 

誤報対策 

20 

２）警報を聞いてなかなか避難しないのはなぜか？ 



災害時の状況の再定義と創発規範 

• 状況の再定義 

• 創発規範 

 トリアージ（triage） 

  JR福知山線脱線事故、2005年4月25日 

   避難所の生活ルール  
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２）警報を聞いてなかなか避難しないのはなぜか？ 



災害時の集合行動（collective behavior） 
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３）パニックに陥るって本当か？ 



災害時流言 （関東大震災1923年9月1日） 
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流言、デマ、チェーン・メール（朝日新聞） 
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ガソリンスタンド前の長蛇の列 

■災害時の集合行動 

過剰な買占めよって品薄となった東京都内のコンビニやスーパーの棚 
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ボランティアによる援助活動（神戸1995年） 
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４）愛他的行動が起きやすいのはなぜ

か？ 
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明和の大津波による犠牲者の慰霊碑／石垣島 

■災害経験の伝承と防災教育 
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津波石（石垣島） 

明和大津波 

1771年、八重山諸島を襲った明

和の大津波は、全島民約３万人
の１／３が犠牲となる大災害 



阪神・淡路大震災を起こした野島断層の展示／淡路島 

■災害経験の伝承と防災教育 
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津波溯上高の痕跡 
1993年7月北海道南西沖地震 

犠牲者198名 
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津波館の展示スペース「198のひかり」／奥尻島 

■災害経験の伝承と防災教育 
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雁木が特異な街路景観を作り出している（新潟県上越市） 

幕府への陳情のために作られた大火の記録絵図と防火壁／対馬市厳原町） 

■災害文化 
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防火壁／対馬市厳原町 
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竹富島の民家と集落／沖縄県八重山郡 

■災害文化 
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http://jp.f251.mail.yahoo.co.jp/ya/download?mid=1_22_26_149023_0_AIocT7cAAETKTjTILAWFGWW3oH8&pid=7&fid=%2540S%2540Search&inline=1


フク木の屋敷林 
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奥尻島青苗漁港人工地盤 38 



奥尻島青苗漁港人工地盤 
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避難路の安全性 
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奥尻島青苗小学校 

奥尻島津波水門 



防災ジュニアの訓練／神戸 

■地域の災害に対する備え 
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世田谷区地震防災マップ 津波避難塔「錦タワー」／三重県大紀町錦地区 

過去の経験から設定された津波浸水想定水域 

■情報の提供情報 
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港区 

身のまわりの防災施設 



http://www.townscape-net.jp/sp/accident_prevention/01.php 







http://www.city.shinagawa.tokyo.jp/ct/other0

00019200/42-4.pdf 



朝日新聞朝刊 20100426 



東日本大震災予備調査2011・4・28－30 



避難所の環境／大船渡 
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Most typical temporary housing for disaster victims 

About 50,000 temporary housing units were built by September. Due to its 

urgent nature, temporary housing is typically very standardized and plain.  

The conventional parallel rows with north-facing entrances make people less 

likely to encounter. 

After the 1995 Hanshin-Awaji earthquake, 300 unattended deaths were 

reported inside temporary housing. Many similar tragedies could be prevented 

through improvements in housing design. 

 



仮設のトリセツ 
    

 新潟大学 建設学科 

岩佐明彦研究室 

 http://kasetsukaizou.jimdo.com/  

  

 

  



Community-care 

temporary housing project  
by R. Tomiyasu & T. Ohtsuki, 

University of Tokyo 
They proposed face-to-face entrance  

to be able to feel a sense of 

community. 

They proposed wood deck connecting 

housing units with thresholds at the 

same elevation. 

 



A complex of temporary wooden homes in an auto-camping site  



海外援助によって寄付されたドーム型復興住宅には住民の居場所がない 

伝統的家屋のポーチ 復興住宅の経時変化（2006年と2009年） 
 

 

ジャワ島の震災復興住宅  
海外援助と地域のライフスタイルの適合性 
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おわり 


